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さ
わ
や
か
な
好
天
が
期
待
さ
れ
る
３
月
28

日
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
創
立
を
祝
う
会
で

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
急
遽
、
室
内
で
の

式
に
変
更
し
ま
し
た
。「
密
」を
避
け
る
た
め
保

護
者
の
参
加
は
な
く
な
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
残

念
が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
寿
玉
割
の
後
、
支
援
員
に
よ
る
全
力
の
吉

本
風
新
喜
劇
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
拍
手
喝

采
で
、
本
家
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
笑
い
が
起
こ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
お
や
つ
タ
イ
ム
は
、
上
用
饅
頭
と
昆

布
茶
が
用
意
さ
れ
、
初
体
験
の
方
も
お
ら
れ
笑

顔
で
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

創
立
記
念
を

        　

祝
う
会

創立２５周年記念創立２５周年記念
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グループホーム
しながの舎バーベキュー会

お楽しみ支援

保護者の皆様に感謝のメッセージ
５月９日　母の日 ６月 20 日　父の日

5 月 日29

　 ５ 月 29 日 ( 肉 の 日 ) 待 ち に 待 っ た バ ー ベ

キュー会の開催となりました。ホームの皆さんで

設営、火起こしを行い、準備万端。コロナ禍であ

る為、消毒や席の配置など十分に対策は行いまし

た。肉や野菜はもちろん、焼きおにぎりや海鮮な

どホームの皆さんがリクエストしたメニューも

用意し、みんなの表情からはとても楽しんでいる

様子が伺えました。

　食事後はレクリエーションのクイズ大会を実

施し、大変盛り上がりました。日頃の自粛モード

でのストレス解消となる一日でした。

　コロナ禍により外出も中々できず、利用者の

皆さんもつらい思いをされていることと思いま

す。そんな中利用者の皆さんに希望を聞いたとこ

ろ、ハンバーガーやお寿司などの好きな食事をテ

イクアウト（購入）して施設で食べたいとの声が

あり、支援員のアイデアで畑ホールの一角をバー

ガーショップと寿司店に変身させ、楽しい雰囲気

で「お楽しみ昼食会」を開始しました。事前にメ

ニューを決めて、当日職員と車でお店に出かけ、

お目当てのメニューを選んでいる時の皆さんは

とても真剣に悩んでおられる表情でした。

　５月から小グループに分かれてスタートして

おり、参加した利用者さんからは「楽しかった」

「めちゃ美味しかった」と喜びの

声を多く聞くことができました。

　まだまだ気の抜けない日々は続

きますが、少しでも利用者の皆さ

んに楽しい時間を提供できればと

思います。

　沢山のありがとうの言葉を

集めて、大きなパネルを

作りました。

　 力 の こ も っ た 文 字 に 

心をこめました。

　ありがとう！！

「ありがとう」

「いつも感謝しています」
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生活支援班　41 名

農園芸班　７名

室内作業班　７名

　生活支援班は、41 名と多人数で、３密にならな

いように意識して色々な事に取り組んでいます。

　「職員で作った」や「利用

者が作った」ではなく、「力

を合わせて一緒に作った」と

言えるように取り組み、笑顔

が絶えず、活気に溢れる時間

を過ごし、利用者の方が参加

したいと思えるような班に

したいと思います。

　新たに１名の利用者さんが加わり、新生“室内

作業班”がスタートしました！

今年の班の目標は、

昨年度より 1 円でも多く売上を上げ、
所属する皆の工賃が増えることです。

　目標に向かって、段取り不足で受注作業や空き

缶潰し等がストップしない様、また利用者さんの

頑張りに負けないよう、職員も利用者さんと共に

日々取り組んでいます。

★ご自宅で使用後のアルミ缶。有益な作業
として活用できますので、是非来郷の際に
はお持ち頂けたら幸いです★

　グラウンドの畑面積が随分と広がっており、夏

野菜も元気よく育っています。また、新しい鶏舎

でのびのび育っている鶏たちも卵を沢山産んで

くれています。

　コロナ禍にあり、野菜や卵の外部の方々への販

売が減少し、ほとんどを“科長の郷”の厨房に納

品するいわゆる地産地消状態ですが、毎日の食事

でそれらを食べる事が出来るのは良い機会と感

じます。

「あのサニーレタス、綺麗だし美味しかったよ」

と職員に声を掛けられ、照れた様に笑う利用者さ

んの表情が印象的です。早く販売を再開し、沢山

の方に食べて貰いたいです。
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社会福祉法人　佳
か

松
しょう

会
かい

　科
しな が
長の郷

さと

　　障害者支援施設（生活介護）
　　短期入所事業・日中一時支援事業

　しながの舎
いえ

　　共同生活援助（グループホーム）

　生活支援相談室しなが
　　基幹相談支援・計画相談支援
　　地域相談支援（地域移行・地域定着）・障害児相談支援

篤志御礼 3 月～ 6 月（敬称略・順不同）

寄贈物品
科長の郷保護者会　コンフィア　増井郷士

牧悦子　奥田歯科医院　桃花塾　荻野有希

西田友子　寺尾卓之　関本幸男　翠田収

西川浅香　樽井修二　葛井貴美　土井浩治

増田清　鳥羽由紀子　濱田美代子　

寄付金
科長の郷保護者会　富田晶子　上田美代子

猪倉厚　増田清　古藤捷二　中川保彦　中山崇

田中成彦　望田昭博　近畿環境サービス

ＱＲコードから
ホームページへ
アクセス

編集後記
７月末から東京オリンピック・パラリン
ピックが開幕しましたね。利用者の皆さん
と、テレビ越しに応援しています。
アスリートのプレイ一つひとつに勇気と
元気をもらい、これからもコロナに負けず
元気な姿で頑張っていきたいと思ってい
ます。

広報担当　小野
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医
務
だ
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

発
生
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
い
ま
だ
に
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
ス
ト
レ
ス
発
散

が
十
分
で
き
な
い
状
態
が

続
く
中
で
、
太
子
町
や
嘱
託

医
の
先
生
の
御
支
援
に
よ

り
６
月
下
旬
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
、
７
月
中

に
は
希
望
す
る
利
用
者
・
職

員
の
接
種
は
完
了
す
る
予

定
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

が
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
行

き
届
き
、
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
引
き
続
き
施
設
内
で

の
感
染
予
防
に
努
め
る
と

同
時
に
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
日
々

行
っ
て
い
き
ま
す
。

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
好
調
タ
イ

ガ
ー
ス
の
戦
況
が
見
ら
れ

な
い
と
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
へ

向
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
途
中
三
差
路

を
左
折
し
て
本
線
に
入
り

50
㍍
程
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

制
服
を
着
た
若
い
人
か
ら

手
招
き
さ
れ
停
止
を
命
じ

ら
れ
た
。「
一
旦
停
止
違
反

で
す
。」と
。「
い
や
、停
止
し

た
。
証
拠
は
あ
る
。
カ
メ
ラ

で
確
認
で
き
る
。」
と
主
張

す
る
が
制
服
人
は
「
確
か
に

一
旦
停
止
は
し
た
。
し
か
し

停
止
線
を
過
ぎ
て
横
断
歩

道
に
か
か
っ
た
所
で
停
止

し
た
の
で
違
反
と
な
る
。」

と
。「
三
差
路
の
右
側
に
は

欄
干
が
あ
っ
て
見
通
し
が

悪
い
の
で
、
交
差
点
に
入
る

前
に
減
速
し
横
断
歩
道
に

入
る
と
こ
ろ
で
安
全
確
認

し
た
。」
と
説
明
す
る
が
「
停

止
線
を
超
え
た
ん
で
し
ょ

う
。」
と
。
結
局
『
指
定
場

所
一
時
不
停
止
』
と
の
理
由

で
切
符
が
切
ら
れ
７
千
円

の
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
勿

論
、
７
千
円
の
納
付
も
痛
い

が
そ
れ
よ
り
数
十
年
以
上

　

な
ぜ
か
ス
マ
ホ
の
電
池

の
減
り
が
速
い
。
何
と
か

遅
く
な
ら
な
い
か
と
い
ろ

い
ろ
触
っ
て
い
た
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が
ら
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
回
復

ゴ
ー
ル
ド
で
き
た
私
の
免

許
歴
に
傷
が
つ
く
こ
と
の

心
の
痛
み
は
計
り
知
れ
な

い
。
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

　

な
お
、
停
止
線
と
横
断
歩

道
の
間
は
２
㍍
。
人
生
の
経

験
か
ら
こ
の
停
止
は
『
指

導
』
の
範
疇
で
は
な
い
か
と

強
く
思
っ
た
。

　

も
や
も
や
と
し
た
気
持

ち
で
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
に
行

き
、
店
員
さ
ん
が
数
分
で

ネ
ッ
ト
に
繋
い
で
く
れ
て

あ
る
程
度
す
っ
き
り
し

た
。
令
和
３
年
４
月
20
日
の

出
来
事
で
あ
る
。

医
務
だ
よ
り

あ
る
投
稿

部
長

　

か
ら
の
一
言

　

去
年
一
年
間
は
「
コ
ロ

ナ
」「
自
粛
」「
不
要
不
急
」
と

い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
耳

に
し
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
の
情
報
も
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
話
ば
か
り
に

目
が
行
き
が
ち
に
な
る
自

分
を
振
り
返
り
、
習
慣
と
は

自
分
の
考
え
方
次
第
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
耳
に
す
る
言
葉
の
中
に

「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
は
色
々
な
こ

と
を
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し

て
、
今
し
か
出
来
な
い
こ
と

を
探
し
、
前
向
き
に
進
ん
で

い
け
る
こ
と
を
習
慣
に
し

よ
う
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。 部

長

　

か
ら
の
一
言




